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エステル　1:1
　バビロン補囚後を告げるシリーズで、今日からはエステル記を読む。この書は聖書としては奇妙とも言えるが、神の言動が全く記されず、「神」という言葉自体も出てこない。でも、ここに記されている出来事は、物事の背景には確かに生きて働いておられる神がいるのだという、そのことが力強く語られているから、実に不思議だ。年代だが、エステルが王妃になったのはBC483年で、補囚から解放されてから50年ほど、エズラよりも25年前、ネヘミヤまでは38年である。年代順にするなら、ダニエルの後、エズラ、ネヘミヤの前になるが、そこは聖書、神の御心を伝えるのに適した割り当てをしているのだと考えるのが良いだろう。クセルクセスと記されているが、ヘブル語では元の訳のようにアハシュエロスである。ただ、世界史一般ではクセルクセスと呼ばれている王なので、そちらの理解を優先したということになる。名前の訳し方はなかなか難しい。
 
エステル　1:1-9
　クセルクセスの時代、ペルシアはインドからエチオピアまでを支配していたのだと書いてある。広大な領土であり、当然にそれは、統治の仕方が良かったという意味でもある。支配されていた諸民族も安心して暮らしていたということになる。ペルシアの国は概して評判がいい。アレクサンダーが征服するまでは落ち着いた国だったのだ。地域の安定という意味では、むしろ彼が壊したのだとも言える。ユダヤにとっては、ペルシア時代のほうがアレクサンダーの後継者たちより、はるかに好都合だったのだが。そういう繁栄を民と共に共有しようと、クセルクセスは大宴会を催したわけである。そのこと自体は皆に歓迎されたのだと言えそうである。王妃も同じ幸いを発散していた。
 
エステル　1:7-8
　この箇所は、ペルシアの様子を知るのになかなか興味深い。王がその権勢を誇って宴会をした際に、豪勢な振る舞いがなされるのはよくあることだ。でもそういう場合、人々は好むと好まざるとを問わず、喜び勇んで食べ、また飲むのが常である。さもないと、王を馬鹿にしているとか、そういうふうに受け止められてしまう。だがこの時は、惜しげもなく用意された酒の類を、好きなだけ飲むのも自由、飲まないのも自由、という扱いとなっている。自分の権力を示すより、好きなように楽しんでもらった方が評価も上がる。そういう冷静、かつ、合理的な判断があったのだろう。この様子と、この後の出来事にはずいぶん違いがある。
 
エステル　1:10-12
　現代からすれば、こんなことはありえないという話だろうが、かなり最近まで、似たようなことはなされていたと思う。それを考えると、当時の常識からすれば、王妃の行動が異質なものだったと言える。少なくとも、この書を読んでいた人々は皆驚き、理解できないと思ったことだろう。それはおのずと、この異様な事態によってエステルが王妃になり、この後の出来事が起こったというふうに思いがつながり、神の不思議な配剤として意識されたことだろう。ちなみに、ペルシアの歴史では、クセルクセスの息子が王位に就いた際、その母親が権力を振るったようなので、このワシュティが後に復権したのかもしれない。
 
エステル　1:13-22
　すでに述べたように、女性の尊厳というような概念は、当時もその後も長く意識されることはなかった。神ご自身の様々な扱いにはそのことが強く意識されているが、この箇所はそのことについての教えを示す場所ではない。したがって、側近たちの見解はごく妥当なものとして認識されて、書き記されているのである。彼らについて、エステル記はそれなりに認めているという様子がうかがえる。この後、ハマンが登場した際には、おそらく彼らは退けられてしまったのだろうが、それを残念と考える認識と言えるだろう。彼らはともかく、ペルシアの国と社会の安定を意図している。社会事情を考え、それから9節では王妃自身も王の権威を称賛する行動を取っていることを思うと、これはワシュティの一時の気の迷いであるか、つい、自分も威張ってみたくなったということだと考えられる。彼女を、女性の尊厳の闘士と考える必要はない。
 
エステル　1:22
　ここに、自分の民族の言語で話せ、という命令が加えられているのは、なかなか興味深い。その話と、男子が主人だという話とでは、何の関係もないようにも見える。たまたま、ついでに出した布告なのだとすれば、クセルクセスにしても、側近たちにしても、別段、王の権威を強くして人々への締め付けを厳しくしようというような意図ではなく、あくまでも当時の常識的な感覚を遂行しただけ、ということになるだろう。そういう印象を保つために一緒に出したのだとも言える。ペルシアは締め付けではなく、自主性を保証する中でこそ国を広げてきていたのだから。もし、この布告が直接関係しているとすれば、それはつまり、家庭の中に複数の言語が存在していた、つまり、多民族の間で婚姻がなされていて、それで夫の言語を尊重せよ、という意味合いになる。この場合は夫の権威を意識したものと言えるが、一方では、ペルシアの社会全体の風潮としては、どこの民族がどうの、ではなく、おおらかに受け止め合っていたということになる。後のハマンの行動は、こういうペルシアのあり方に真っ向から反するものである。
 
エステル　1:1-22
　この１章には、神ご自身場むろんのこと、エステルたちも、ユダヤ人の存在すらも登場しない。物事は、そういう人たちとは全く関係のないところで動いている。そういうふうに全く何も見えないところで、しかし、神の御手はすでに動いているということが、この書全体の背景に込められた意図ではある。神の存在が何も見えてこない、それでもなお、神は生きて働いておられるのだということは、信仰を生きる上では大事な視点である。
 
エステル　2:1-4
　ありがちな出来事である。一時の感情で事を起こし、その激しさが収まると寂しくなる。ただし、ペルシアでは王が決めたことは覆せないというのが、この書全体を貫いている原則である。だから、ワシュティを戻すことはできない。それなら新しい王妃を迎えればいい、という侍従たちの進言も、ありがちな話である。そう、ここにはさほどの特異な出来事はない。人が、この社会が日常的になしていることが、そのままに現れているだけである。出来事そのものは確かに派手だが、でも、誰のそばにもあり得ることだという点は、この書を読む際には考えておきたい視点である。そうして、人は自らの当たり前の事柄によって抑え込まれ、どうにもならなくなっていく。そう、人は人だけでは進んでいくことができない、神の介在が欠かせないのだと、神に関する言及を全く保たないこの書は、でもそのことを明示している。
 
エステル　2:5-7
　ようやく、主役が登場する。モルデカイとエステルは、バビロン補囚で連れてこられたユダヤ人の子孫であり、ペルシアになって解放されてからも留まり続けた人々である。彼らは、バビロンですらなく、スサ、今のイランに位置する町にいたわけであり、補囚時のユダヤ人が広範囲に移住させられたことがうかがい知れる。ちなみに、ユダ王国から移住させられた人々は自分たちがユダヤ人であることを保ち続けたが、北王国から移住させられた人々はその意識を失い、歴史の中に埋没した。この違いは、単なる民族意識ではなく、エレミヤなどによって告げられていた神の約束を意識し続けたかどうかに関係するのだと推測する。
 
エステル　2:5-11
　この様子からすれば、エステルたちはペルシアの諸民族に混ざって暮らしていたようだ。もともとペルシアではどの民族かはさほど意識されていなかったのだろう。せいぜい、もともとのペルシア民族かどうかは意識されたとしても、バビロンの人々も含まれているわけだし、ユダヤ人かどうかを取りざたされることなく日々を過ごしていたと思われる。明かさなかったとも書いてあるが、ちょっと調べればすぐに判明することで、意識されていなかったという面がより強いと目される。10節の言葉は、むしろ、彼らユダヤ人側の意識からのものと考えられる。自由に暮らせていたけれど、でも彼らはいつ何時、事が覆るかと緊張感を持っていたということだ。解放が神による助けだと理解しているのなら、もっとおおらかに生きても良かったのではないかとも思うのだが、そこまでの安心を持ちきれなかったのは、補囚の原因が自分たちにあるという認識のゆえかもしれない。罪は、立ち返ってもなお、人を蝕む影響がある。
 
エステル　2:8-11
　現代なら、こんな理不尽な話はないという憤りが出てくるのかもしれない。エステルたちが黙々と従っていることに反発を感じる人もいるだろう。異邦人との結婚など、いくら王妃でも、それで良いのだろうかという疑問が語られることもあるとは思う。ただ、現実としては、モルデカイもエステルも、こういうふうにして王妃になる可能性については、何も疑問は示していない。しかし、この後の様子からもわかるように、彼らは積極的に王の好意を追い求めたわけでもない。この世的に言えば、流れに身を任せて、でも、彼らの立ち位置からすれば、すべては神の御手にお任せして、であると言うべきだろう。神がそう望まれれば王妃になるだろう、そうでなければならないだろう。それ以上でも、それ以下でもない。私たちはあるいはその手順について色々考えたくなるのだろうが、それは考えすぎの場合もあるということを、意識させられる。
 
エステル　2:12-14
　手法の是非、ということを言うならば、このあり方はつまり、集められた娘たちは、一晩、王の相手をして、それでどうなるか、という扱いをされているということだ。まあ、人の世界では、少なくとも昔はいくらでもあることだ。江戸の大奥だってそんなものだろう。でも、エステルも同様に扱われたということであり、それに抵抗してはいないということではある。旧約律法で言えば、婚前に関係を持った場合には、基本的には事後としてでも結婚するというのが筋である。さもなければ結納金に相当するものを父親に支払う義務、ということになっている。王からは、それ以上のものが提供されていたようだが、でも、だからそれでいい、という話でもあるまい。が、そのことは全く取りざたされていない。肯定しているわけではないが、その点を争ってもいないのが、この書である。人の世に蔓延しているものに抵抗し、対抗すべき場合もあるし、あるいはそのことについては触れずに別の課題に取り組んでいるという場合もある。それで良いかどうかについて、少なくともエステル記は何も語ってはいない。いない、という点を心に留めておきたいと思う。
 
エステル　2:15-18
　集められた娘たちには、何でも与えるという定めがあった（2:13）。当然、彼女たちは思いつくだけのものを求めただろう。高価な宝石とか、邸宅のようなものはすぐに考えつくあたりだ。彼女たちには法外なものでも、ペルシアの王にとってはさほどのものでもない。気前よく与えていたに違いない。誰にも恨まれないやり方を、ペルシアの国は知っていたということだ。そのことについて、エステルの人柄が語られている。彼女が何を求めたのかは不明だが、おそらく、王の所に行く際に身につける装飾品とか、そういう部類のものではないか。　貧しい人たちのために何かを、みたいな話だと、ちょっとやり過ぎでもあり、ともかく、エステルの人柄は好印象だったとある。彼女が選ばれたのにはその美貌も関係するだろうが（2:7）、この人柄も関係するように、この書は記している。抵抗も、あるいは画策もなしえない状況の中で、神の手にすべてを委ねるのであれば、人としては誠実に、まっすぐに歩もうとすることが、大事なことだと告げているようである。
 
エステル　2:19-23
　出身を明かさない、という話が再び出てくる。彼らの意識は強い。だが、それ以外のところでは、彼らはごく誠実に歩んでいた。だからこそ、王を暗殺するという企みを知って、モルデカイはすぐに通報し、王の生命を守っている。特別なことをしているという意識は見られない。でもそれが後に意味を持ってくることを、エステル記は語る。むろん、こんなものは意図して張ることのできる伏線ではない。ただただ、誠実に、である。
 
エステル　2:21-23
　モルデカイのこの頃の立場については、はっきりとしたことは分からない。ただ、こんなふうに王宮に出入りできていたことからすると、何らかの役に就いていたと考えることはできる。古代ペルシアの書物に、モルデカイとよく似た名前のユダヤ人が高級官僚になっていたとの記載があるらしい。もしかするとそれがモルデカイのことだったのかもしれない。それなら、後に彼が最高位の役に取り立てられたのも理解しやすい。広大な帝国を素人に任せるとは考えられないから。なお、モルデカイという名前はバビロンの神マルドゥクのことである。エステルは、ペルシア語では星の意味があるが、バビロンの言葉では、女神イシュタルを意識させる。彼らはユダヤ人として生きているが、でも、その名前は明らかに、周囲の社会に依拠している。まあ、名前など本質ではない。ダニエルもベルテシャツァルという名前を持っていた。けれど、彼らの心境は考えさせられる。
 
エステル　3:1-6
　ハマンが登場する。彼がどこから出てきた人なのかは、よく分からない。アガグ人というのは今のところ不明である。だが、ペルシアは多民族国家であるから、名も知られていない少数民族がいたとしても不思議ではない。ハマンもまた苦労して歩んできたのだろう。そして王に認められるようになって、最高峰の立場を手に入れた。もし彼がペルシアの国としての姿勢を身につけていたら、こんな惨劇は起こらなかった。だが彼は権力に溺れ、そして、同じく少数民族であるユダヤ人を嫌った。争いの先には、何も良いものは生み出されない。そしてハマンは、ユダヤ人虐殺を計画した。
 
エステル　3:1-6
　モルデカイが膝をかがめなかった理由は、率直に言えば、よく分からない。別段、ハマンを礼拝せよと言われたわけではない。おそらくそれは、少数民族出身のハマンを良く思わない人々が宮廷には多く、それで王がハマンの権威を明確にしようとして命じたものだ。むろん、ハマンがいい気になったのは事実だが。でも、発端はペルシア王である。もしこれが人を拝めない、というぶるいの話なら、他のユダヤ人も皆、拒んだだろう。だが、それはモルデカイだけである。学者の中には、ハマンが異教のシンボルをいつも身につけていて、それに頭を下げたくないということだったと説明する人もあるようだが、そんな苦しい説明が出てくるほど、モルデカイの理由は分からない。ハマンが王位すらもねらうのではと怪しんでいたからこその抵抗、という意見のほうが、可能性はある。ともかくエステル記はその理由を明示せず、そしてモルデカイは、そのよく分からない理由によって、民族全体を危機に追いやったことになる。4:1のように、彼は事態を後悔している。筋を通すのは良い。だが、その意味をよくよく考えることも必要だ。結局エステル記は、モルデカイの行動について、それを肯定する言葉は何も語っていない。
 
エステル　3:5-6
　モルデカイの意図は不明でも、ハマンの怒りはよく分かる。彼はようするに、ひれ伏さない相手に腹を立てたのである。些細なことに過ぎない。実質的な被害はなく、モルデカイがどうでも、ハマンの権勢に何の揺らぎもない。それなのに、ここまで怒る。しかも、民族全体を根絶やしにと言う。もはや合理性も何もない。7:4でエステルが言っていることは事実だ。ハマンの行為は、ペルシア全体にとって深刻な損失をもたらす。それは目の前の財産などではない。ペルシアを成り立たせている柔軟性を破壊するものだ。ユダヤ人が滅ぼされたら、他の少数民族が不安を覚え、身を守るためにと戦いを挑むことになるかもしれない。そうしたら、帝国は瓦解するのだ。
 
エステル　3:7-11
　この進め方を見ていると、ハマンの考えていることが透けてくるようだ。ユダヤ人を虐殺する日程は、王の許可を得るよりも先に、ハマンが決めている。王には偽りを語っている。いや、ユダヤ人についての偽りと言うよりも、ペルシアの本質を無視した言い方になっている。散らばっている民族などいくらでもいたし、それを容認してきたのがペルシアである。それぞれの独自性を認めてきたのも、である。ハマンの言い方は、不安をあおるものになっているが、それがペルシアの従来のあり方であり、また、うまく進めてきていた。バビロンやアッシリアは別の方式を採っていたが、それは失敗したのだ。ハマンの言い分はペルシアを破壊するものである。銀1万タラントというのも気になる。これは膨大な額である。これだけの財を持っているのだとしたら、彼は20万人を一年間雇うことができるということで、それは国を簒奪するにも足りる。立身出世後にこれだけの財をなしたのだとすれば、まっとうな手段とは考えにくい。王になろうとしていたかは不明としても、ハマンが王位を尊重してはいないことは明らかだろう。
 
エステル　3:10-11
　クセルクセス王は、格別、だめな王というわけではない。彼の治世にペルシアが衰退したとは、歴史は語っていない。だが、ハマンのことだけを見るならば、この王は人にだまされやすかったのだと言えるのかもしれない。物事の、何が大切かを見極めるよりも、自分が信頼した相手にすべてを委ねてしまう、ということだ。それは後に、モルデカイに対してもであり、そのことはユダヤ人には良かったのだが。王の資質を悪とは言い難い。だが、それは回りの思惑次第でどうとも利用されてしまう。しかも権力を持っているのだから、鋭利な刃物を道ばたに放り出しているようなものである。ただ、11節の言い方からすると、王自身がユダヤ人（この時点では民族名も知らされていない）を否定したわけではなく、あくまでもハマンの行為として許可したという形になっている。王の許可は、ハマンの私闘のために国の仕組みを利用して良い、ということか。もっともハマンは、王の名で事を進めているのだが。王は邪悪ではないけれど、考えもなしの姿は害悪になり得ると痛感する。
 
エステル　3:12-15
　ハマンは手にした権限を最大限に利用した。王の意思としてユダヤ人の抹殺を命じたのである。いくら自由の多いペルシアであっても、王の厳命は強い意味を持つ。当然に、各地の官僚、軍隊はユダヤ人を攻撃するのであるし、ユダヤ人の財を奪おうとして戦いに加わる人々が増えることも明らかである。家財を奪えという指示は、その意味ではとても効果的である。実施が11ヶ月後というのは感慨深い。周到な準備のためには必要な期間だが、対抗するためにも時間ができる。ユダヤ人自体は何の力もなかったけれど（ハマンの告発は全く意味がない）、即日だったら、エステルが動く余裕もなくなっていた。7節のくじは、異教の神の前でなされたものだろうが、主なる神の介在を暗示しているようにも読める。
 
エステル　3:15
　命令を聞いて、国全体が大混乱に陥ったのは、ペルシアの成り立ちを考えると当然である。ユダヤ人が抹殺されるなら、次は自分たちかもしれないという不安は生ずる。少数民族はユダヤ人だけではないのだ。これ幸いと、ユダヤ人から奪い取ろうと意気込む者ばかりではない。ためらう者、傍観を決め込む者も少なくなかっただろう。それに、モルデカイのように、国の機構の中で活躍しているユダヤ人もいるのだ。ダニエルの頃より、それは広く浸透していたはずである。それを実際に排除しようとすることが、どれほど国にとって損失になるかは、少し考えただけでも分かるはずだ。もっとも20世紀に、似たようなことを実行した国があったのだが。王とハマンが宴会をしていた、という言及は、彼らがいずれも、事の意味を何も理解していないことの現れである。モルデカイ一人を殺すのであったら、話は簡単だった。いい気になって事を大きくした結果、事態は深刻なものになってしまっている。この後の動きは、モルデカイ、あるいはユダヤ人を救うだけでなく、ペルシアそのものを守るものにもなっている。
 
エステル　4:1-3
　モルデカイが王の門の前に来たのを、エステルに知らせるためと説明することもあるが、どうだろうか。彼がそれなりの高官であったと考えれば（だからこそハマンにも睨まれた）、自分の職場でもあるから、事態の異常さを訴えるには最も適したところと考えたのだと見ても良いだろう。ただし、彼の願いに反して、自らの職場には近づけなかったということになる。この様子からすると、モルデカイはこんな事態になるとは思いもせず、のようだ。後悔も見てとれる。こんなことならハマンに膝をかがめた方がよかったと。事がモルデカイ一人ではなく、ユダヤ人全体のことになっているから、その焦りはなおさらであり、でも、どうにもならない事態に至っていたのだ。その衝撃は激しい。
 
エステル　4:4-8
　エステルは事態に気づいていない。王宮の奥にいたし、彼女がユダヤ人であることも知られていなかったから、当然でもある。言い換えれば、ユダヤ人以外にとっては、さほどの重大ニュースではなかったということか。ともかく、モルデカイとの関係を知っている一部の人々が彼の異常な嘆きを案じてエステルに伝えたということだ。それで初めて、深刻な事態が起こっていることがエステルにも告げられている。エステルの衝撃も激しいものだったに違いない。13節のようなことはありえない。確かに、今回のことでエステルまで殺される可能性は薄い。だが、そんな違いを考えていたとは思えない。王宮の中にいて、王にも近く、ハマンのことも知っていただろうエステルだからこそ、その動揺はなおいっそうと見た方が良いだろう。その上での、この後の動きである。
 
エステル　4:7-8
　モルデカイの言い方は、ちょっと違和感がある。「命じた」のは疑問が残る。ハマンに問題があるにしても、ここまで事態が悪化したのには、やはりモルデカイの態度も関係がある。すでに述べたように、膝をかがめなかった理由ははっきりしない。偶像礼拝との関係を見るのは難しい。モルデカイがもっと知恵を働かせれば、ここまでには至らなかった。彼は、エステルに「命令」できるよう状況にはない。こういうあたり。エステル記の読み方は慎重であるべきだ。ここにある行動のすべてを肯定する必要はない。モルデカイが血迷ったとしても、それは人としては大いにあり得ることで、そういう混乱の中で、それでもなお、神の助けが進んでいくということを見出していく方が望ましいだろう。
 
エステル　4:9-11
　エステルの言い分はもっともなことだ。彼女が保身を図ったと考える必要（13節）はないと私は思う。現実問題として、エステルには事態を打開し得るような力は何もなかった。王に会いに行くのはよいけれど、それで解決するという保証はどこにもない。失敗するくらいなら、王妃として人々を保護するなどの手段のほうが有効かもしれない。民のために犠牲を払うのは良いとしても、単なる無駄死にでは意味がない。この制度からすると、王妃であると気づいてもらえる前に処刑される可能性も含んでいる。なお、制度自体は、王の暗殺を防ぐためにはそれなりに有用なものだったとも言える。だからこれをエステルの逃げと受け止める必要はない。彼女は文字通り、どうすれば良いのかわからなかったのだ。聖書はその点についても論評を、とりわけこの書ではされている。私たちはそのあたりを抑制的に受け止めていく必要がある。
 
エステル　4:12-17
　モルデカイの言い方は強すぎると思う。そこまで非難されるような理由は、少なくともエステルにはない。モルデカイも途中から意識したようだ。14節にあるのは、「もしかすると」である。8節の命令とは様子が違う。「もしかすると」という言い方は真剣に受け止めておくべきだろう。そう、この世にある多くのことは、もしかするとである。断言できるのは、神ご自身が明言されたことについてのみ、である。その上で最善を求め、手にしている知恵や力を用いて、人は精一杯動くのである。そういう意味では、もしかすると、は重要である。この感覚は、神の前に生きていこうとする時には、常に心に刻んでおきたい。
 
エステル　4:15-17
　エステルの決意は、モルデカイに従ったというよりも、この事態に介入できるのは神ご自身のみ、だからこそである。モルデカイの言い方も、8節の「命じる」からは変化しているようである。もしかすると、というこの言葉の本来の主語は、エステル自身ではない。それは神ご自身である。彼もまた、当然だが、御心のすべてを把握しているわけではない。だから、もしかすると、である。そしてこの言い方には、神に頼る以外には何も道はないこと、神がこの時のためにエステルを備えてくださったのでなかったら、もうどうにもならないのだという思いが透けて見える。だから、エステルも、そしてモルデカイも、一切を神に委ねている。それゆえ、人にできることとして挙げられているのは断食である。それは祈りのことである。たぶんエステル記は、神の名を持ち出さないからこそ、祈りとは書かなかったのだろう。それにしても、改めて思う。エステル記は明確に、一切が神の御手の中にあることを告げている。それなのに神を書き記していない。その事情は何だったのだろう。
 
エステル　5:1-8
　エステルが王に受け入れられたこと自体は、それほど驚きではない。よほどのことがない限り、王は当然に彼女の登場を喜んだだろう。ただ、それはあくまでも王の感情であり、制度的には何ら保証されていない。エステルは自分が王妃になったことを驚いており、王との相思相愛を確信していたような状況ではない。古代ペルシアの王室なのだから当たり前だが。だから、王の好意があることは知っていても、とうてい確信できるようなものはなかったのだ。だから彼女は、しっかりと備えをして、衣装においても、また、すぐに案件を持ち出さずに宴会に誘うという点でも、慎重に事を進めている。それは彼女が聡明であったことの現れでもある。
 
エステル　5:3-8
　3節のようなことを言うのは、王たちに見られる傾向なのだろうか。新約では、それでひどい目にあった王がいた。エステルは王に損害を与えるつもりではないので、この先の動きが容易になった、という程度であるが。すぐに案件を持ち出さなかったのは、王のきちんと理解してもらうためであろう。ハマンを同行させたのは、事を明らかにした際に、すぐさまハマンを対処できるように、反撃の機会を与えないように、という趣旨と考えられる。王を味方につけたとしても、すでに強大な勢力を持っているハマンは、身の安全さえ確保できれば、それこそクーデターに走る可能性もあり得るのだから。政治的にも、この動きは適切と言える。
 
エステル　5:9-14
　ハマンは10節では我慢をしたのだ。だが、妻や友人たちにあおられて、結局は暴発している。冷静に言えば、すでに相手を絶滅させられる状況にいたのである。慌てる必要はなく、よけいなことをすると事態が動く可能性がある。だが、それでも自制できない場合があり、そして、自ら事を壊してしまうのだ。回りにいる人々も、あおるのか、抑えるのか、その違いはとても大きく、その人の人生そのものを左右することにもなる。高さ50キュビトは22mなので、そうとうに高い。ハマンとしては、それもまた自らの権威を誇るものとして考えたのだろう。
 
エステル　6:1-3
　エステル記の執筆者は、この出来事を明らかに、神の不思議な御業として意識していたのだろう。このようなタイミングで、かつてモルデカイがした行為が取り上げられるとは、驚きでしかない。むろん、ただの偶然と言い切ることはできる。ある人々は目に見えないものは存在しないと見なし、別の人々は人の目に見えないところにも物事を動かしている存在はあるのだと見なす。その違いは、一つの出来事だけでは簡単には変化しないだろう。でも、だとしてもなお、人はやはり常日頃から誠実に歩んでいることが必要で、そういう姿勢こそが意義を持つのだという教訓にはなりえる。それこそ、直接に関係しなくても、ちゃんと誠実に、ということである。
 
エステル　6:4-10
　ハマンの行動にいらいらしていた読者としては、胸がスカッとする思いになっただろう。王の問い掛けに対するハマンの姿は滑稽である。いくら何でも、ハマン自身への栄誉について王が問い掛けてくるわけがない。誰か別の人を考えていると推察するのが自然である。それもできないほどに愚かになっていたということは、彼の資質がその程度だったということであり、また、人の愚かな思いはせっかくの資質すら壊すのだということでもある。ハマンの提案は王と肩を並べることなので、実質的な権力を持っているハマンにはありえないことだ。モルデカイのように現状としてはさほどの者ではないからこそ、こういう扱いが可能になる。ハマンの提案を王が喜んで受け入れたのは当然でもある。
 
エステル　6:10-12
　モルデカイとしては戸惑いばかりだったろうが、敵であるはずのハマンが自分の前に形式的とは言え屈している様子に、何かが動き始めていることを感じたに違いない。この出来事は、その直後にモルデカイが処刑されるとしたら、ペルシアの国に対して、王は奇妙なことをしていると知らせるようなものになり、この段階ですでに計画は大きく損なわれているのだと言えるのだ。ハマンの嘆きは当然でもある。なお、モルデカイは行進が終わると王の門に戻ったとあり、しかもそれは人々からも見えるものだったようだから、エステルへの呼びかけだけでなく、今風に言えば、国会議事堂の前で座り込みをしているような印象とも言えそうだ。ただし、絶望から微かな光を感じ始めたというところか。
 
エステル　6:13-14
　ハマンの妻が言う言葉は何だか他人事のようにも聞こえてしまうが、そのことは自らの身の破滅をも意味するのであって、絶望の色合いが強くなっている。もともとユダヤ人を絶滅させる必要性など何もなかったのだから、全くもっておごり高ぶる姿でしかなかった。そのことに気づき始めたということかもしれない。でも、彼女の言うとおり、もはや取り返しのつかないところに至っている。それにしても、この時点ではまだ、エステルがユダヤ人であることは知られていないのであって、そのことがなくても無理、という絶望感であり、現実を見分ける目だけは確かだったということか。ハマンは事態を把握する時間もないままに、エステルの宴会に呼び出されている。この余裕のなさもまた、事態の行く末を暗示している。
 
エステル　7:1-6
　ハマンとしては混乱のままだったが、王妃の宴会が始まったので、それなりに平静を装うつもりだったはずだ。でも、エステルからの通告によって、彼は完全な敗北を意識せざるをえなかった。それにしても、まさか王の寵愛する王妃がユダヤ人の出身だったとは、考えもしなかったようだ。もしそれが分かっていれば、ハマンほどの人なら、ユダヤ人についてはむしろ好意的に対応したのかもしれない。でも、そういううわべだけでは物事の真実はどうにもならない。それにしても王様、王妃の民族だと知ったとたんの態度には、あきれかえるばかりだ。この王にとっては、ユダヤ人にしても、何にしても、さほどの意識はないということか。ペルシアの持つ強さの秘訣とは正反対の行動である。こういう状態だと、国全体が揺さぶられて、皆が迷惑をする。
 
エステル　7:7-10
　これは明らかに冤罪であり、ハマンにそんな意図はなく、常識的にもありえないことだ。ここでエステルに乱暴を働いても意味はない。書かれているとおりに、命乞いをしようとしていただけである。だが、こういう事態になると、ハマンの味方をするものは誰もいない。ハマンは処罰されるべき者だが、しかし、そういう相手でもなお、本来は正義が遂行されるべきもののはずだ。このあたり、ペルシアだからということでもあるけれど、神ご自身の言動が全く出てこないエステル記の、考えさせられるところである。ここにいる人々の行動は、たとえそれがユダヤ側にとって好ましいものだとしても、はたしてそれで良いのかどうか、と考えさせられる。
 
エステル　8:1-8
　ダニエル書にも見られることだが、ペルシアにおいては王の定めたことは本人でも取り消せないという、この規定が物事を大きく揺さぶっている。人にはどうすることもできない制約、である。それだけに、物事の推移は慎重になされるべきであるのだが、ダニエルの時もエステルの時も、王はそういうことを意識して動いてはいない。権力を持つ者がいることは、それ自体は必要だろうが、でも、それをどのように用いるのかについては、厳しく自己管理をし、また、そのことについて責任を負う必要がある。
 
エステル　8:1-2
　モルデカイが取り立てられたのは、エステルとの関係があるが、それだけではなく、直前で最高の栄誉を与えられたような人物であるということが関係しているはずだ。当然に、都の人々にとっても納得できることである。それから、エステルが統治に関与してきていることも興味深い。これまではそういった役割は果たしていなかったはずだが、かなり乗り出してきている。前の王妃ワシュティも自らの支配権というものを意識していたようだから、これはペルシアの性格にもあることかもしれない。なかなかに不思議な国でもある。モルデカイは権力を握ったが、でも、それだけでは解決できないことがあった。
 
エステル　8:3-8
　課題はもちろん、ユダヤ人抹殺命令の存在である。ここを何とかしないと、国中のユダヤ人に害が及ぶ。国の最高権力者がユダヤ人なのに、ユダヤ人排撃が許可されているという混乱は、ペルシア全体を混乱に陥れるものになるのは必定で、ここを何とかするのは、ユダヤ人だけでなく、全体のためにも必要なことだった。でも、王はそれについてリーダーシップを取れていない。彼はただ任せただけである。うーむ、それならハマンなどに事を任せるべきではなかったのに、と思ってしまう。
 
エステル　8:9-14
　ここは知恵の問題である。もともとの命令はユダヤ人殺害を命じている。3:13からすると許可ではなく、積極的な命令であり、行わないのは王への反逆とされても仕方のない内容と見える。今度の命令は、ユダヤ人に抵抗権を認めたというものだ。厳密に言えば、最初の命令を実行する責任は国全体の人々、後の命令はユダヤ人が実行するということなので、人数や勢力としては圧倒的にユダヤ人が不利である。ただ、そこにモルデカイとエステルの存在があって、どうやら最初の命令が履行されることを王は望んでいないのだと、そっちに従わなくてもとがめられることはないのだと、そういう理解が浸透したということである。むろん、ユダヤ人を攻撃してもとがめられることはない。官憲が捕縛には来ない。ただし、ユダヤ人が反撃することも許可されている。まるで闘技場に剣士が二人引き出されて、真剣で戦えと命じられたようなものだ。知恵を尽くして、これがぎりぎりの対抗手段だったようである。
 
エステル　8:15-17
　モルデカイとしては自らの権威を徹底的に示す必要があった。そうすれば、国全体がユダヤ人に味方してくれる。その意図は成功して、ユダヤ人ではない者までも、自分はユダヤ人だと表明している。それはつまり、国全体がどっちに味方すれば得かを明らかに見定めたということである。知恵を込めた命令ではあるが、その実態はむしろ、権力闘争であるということを考えさせられる。そういう手段しかなかったという点が、何とも考えさせられる。ハマンに関しては、神の介入としか言いようがない手法で排除できたのに、事態解決はだから結局、厳しい衝突に至っている。本当にそれしかなかったのかどうかについて、エステル記は特に何も語ってはいない。
 
エステル　9:1-10
　2節に出てくる様子を見ると、国全体としては、最初の命令に従おうとする者はほぼいなかったようである。とすれば、二つ目の命令は功を奏したのである。常識的には、それは当然だろうと思う。モルデカイの権力と、それに同調する各方面の権力者たちがユダヤ人側に立っているのだから、それに対抗しようとする者がいるとは思えない。二つ目の命令は、攻撃する者に対する反撃の許可だから、静観していれば害は及ばないのである。抵抗したのは、ハマンの同族の人々だろう。彼らとしてはもはや命運は尽きたようなものだから、ここは戦うしかないと考えたのは無理もない。6-10節にもハマンの家族の名が連なり、そういう限定的な衝突だったことが伺える。なお、略奪品は自由と8:11では定められているが、9:10では手を出さなかったとあり、この時点でのユダヤ人側の対応は抑制の効いたものだったと考えられる。
 
エステル　9:11-19
　この二日目の攻撃については、どうなのだろうか。ここまで来ればもはやユダヤ人に害をなす者はいないと考えて収束させることもありえただろうし、いやいや、徹底的にやらないと後で巻き返されると考えることもありそうだ。エステル記の言い方は、あくまでも抑制の取れた程度の攻撃だったというふうであり、だから略奪はしなかったとされている。結局、ハマンの拠点でもあったスサの城では800人、ペルシア全体で75000人だから、まさにハマンの一党という印象だと思われる。彼の民族全体でもない。いくら少数民族だったとしても、もっといただろうから。そう考えると、仕方のない程度と言えないこともない。いや、それでも膨大な人々だとも思うのだが、おそらく、人類の大半はこれを読んで、とても抑制的だったと感じるのだろうとは思う。闘いや紛争に関する聖書の記事をどう見ていくのかは、なかなかに難しい。そして、エステル記に関して言えば、神は何も語っておらず、指示もしてはおられない。あくまでも人々が、それぞれの考えの中で行動しているだけ、という扱いになっていることは、被いに考えるべきことだと思う。
 
エステル　9:20-28
　本来、ユダヤの祭は、神が律法で定めたものである。だがこのプリムは人々が考えて、人々が定めたものである。過越などと同列に扱うことはできないはずだ。でも実際には、かなり強い意識を持って、これは祝われている。現代のユダヤ人で言えば、ハヌカーの祭もまた、後の人々が設けたものである。自由に祭を祝うこと自体が悪いわけではない。ただ、補囚以降の民は律法に厳密であることを強く意識していたはずだ。そのような傾向を持っていた人々が読字に祭を設けていること、それも仕損代々受け継ぐようにと定めていることは、かなり印象深いことだ。過越などの祭について、ここまで強く民全体として継承を訴えている箇所は聖書には見られないのだが。悪くはない。だが、心に引っかかりはある。それに、一連のことについて、神への感謝というふうには言われず、あくまでも、良かったと喜んでいる、よく頑張ったと喜んでいる、そういう部類のものであるのだから。
 
エステル　9:24-26
　祭の名前がプリムと呼ばれるのは、ハマンがユダヤ人殺害の日をくじで決めたからだと記されている。一連のことの中で、あのくじのことに注目するというのは、ちょっと不思議な思いもする。そのことを重視するとすれば、殺害計画の日がそこだったからこそ、反撃の機会が生じ得たとか、モルデカイの功績が認められる機会があったのだとか、そういう点に注目するということだろうか。とすれば、このくじという点において人々は、神の介入があったのだというように認めていた、という意味にも受け止められる。旧約では繰り返し、くじを支配するのは神ご自身というふうに見られているのだから。それでもなあ、とも思うのだけれど、エステル記はここに着目している。
 
エステル　9:29-32
　モルデカイとエステルの存在が、強く書き記されている。このエステル記が彼らのもとで書き記されたことは明らかだと思う。むろん、本人たちではなくて、その立場にいる人々であるが。ただし、ペルシアの国において、これ以降もユダヤ人勢力が國を左右したわけではない。安定した日々は過ごしていたようだが、少数民族の一つであることは変わりがない。ユダヤについて言えば、その存在が強く意識されるのは、あれきさんだーによってペルシアが滅び、その後継のギリシア帝国ができてからである。そこに至ってユダヤは異教崇拝との闘いの中で、自らの独立性を強く求めていくようになる。でも、ペルシア時代のほうが、ユダヤ人にとっては安心できる環境だったのかもしれない。
 
エステル　10:1-3
　結局この書は、神の存在について何も語らず、神の言動も語らず、人々の信仰についても語らずに終わっている。この書が綴られる際に、神を明示しないことが望ましい環境だったのかもしれないが、やはり不思議なことである。ただし内容的には決して、神と無関係のものではなく、むしろほとんどの場面で神の介在があってこそ、というものである。それは異教社会に暮らす者たちが、それでもなお、神が世界を支配しておられるのだということを考える上では、良き示唆になるだろう。そう、神は見えない方であり、神の御業も見えないことがあるけれど、でも確かに、神はこの世界を支配し、また、関わり続けてくださっているのだ。単に口に出して、主よ、主よと言うのではなく、人々の存在そのものの中に、神への信頼と期待が宿っていることの意義を考える。
 
エステル記終了
　エステル記を読んできました。バビロン補囚から戻ってきたあたりの出来事を記している箇所を続けて読んできました。せっかくなので、これに関連する時代に語られた預言書を開いてみることにしましょう。ダニエル書が有名ですが、それはちょっと別の機会にして、小預言書の中から見てみようと思っています。
 
 
※聖書本文は掲載していません。引用している場合は、指定のない場合は「聖書新改訳第三版」「聖書新改訳２０１７」を参照しています。
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